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変形とその逆探知を含む構文解析

石　綿　敏　雄

9．　概　要

　自動構文解析は各種の密語情報処理の基礎となる，ということができよう。

たとえば内容分析（Centent　analysis），質問解答（Question　answe血g），機

械翻訳などを行うためには，必要不可欠であるといいうる。そのような実用を

目的としなくても，言語の構造あるいは言語行動の構造を実験的に探索すると

いうような目的に対しても，有効な方法であるといえよう。そこで，さきに考

えた構文解析を含むシステムAUTOSEGのあとを受けて，あらたに構文解析

のプpaグラム（IRISOAと命：名）をつくり，いくつかの実験を試みた。ここでは

それについて報告する。AUTOSEGとの主な相違点をあげれば，　AUTOSEG

では扱う文法の型がcontext　freeの句構造規貝彗の取扱が可能であるにすぎな

かったのに対して，IR王SOAではそれを含んで変形規躍までを扱うことがで

き，AUTOSEGでは取扱書面を主として賑本語に限定していたのに対して，

IRISOAは臼本語を含めて他の型の言語も同時に扱うことを想定して設計した

ことなどである。

　IRISOAでもAUTOSEGと間様，辞書・文法とプnグラムとは一搭独立と

した。語彙・文法の詑述者が，自己の儒ずる理論に従って文法と語彙の詑述を

行うと，プログラムはそれをいわばパラメータとして，その雷語記述者が記述

した範囲内で与えられた文の解析を行うのである。AUTOSEGでは，いわゆる

句構造の範囲内で記述の自由を許している。従って橋本文法の連文節や時枝文

法の入子型構造は処理できるが，変形の操作まではできない。それに対して，

IRISOAはいわゆる伝統文法の範囲（かかり受けだけを扱う）を始めとして，
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句構造文法の規則あるいは結合価文法はもちろんのこと，変形規則の扱いも含

むので，かなり多くの型の文法の取り扱いが可能である。そこで，このような

諸種の型の文法による言語記述をパラメータとしてプログラムを実行すれば，

どのような型の文法による言語詑述がどの点でどのような働きを示せるかを，

具体的に明示することができる。実験の結果では伝統的な国文法では，ことば

のかかり受けを重視し，その点の解明ははっきりと行うことができる。これに

対してたとえぽ結合価文法では表層構造に現われない要素で，深層ではあった

と考えられるものを，ある程度機械的に示すことができる。この点は伝統的な

国文法ではできない。このようなことが示せるのは，プPグラムと，解析に用

いる訳語記述（辞書と文法）をはっきりと分けたからである。

　そのことはまた，日本語という特殊な一書語に処理を限定しないようにする

ことを可能にした。この点からいうとAUTOSEGもすでに句構造の範囲で，

一般の雷語に適用が可能であったはずであるが，そのことを十分意識していな

かったために，必ずしも十分とはいえなかった点がある。IRIS　O　Aの設計にあ

たってははじめからそのことを考慮に入れてあったので，プログラム作成者の

意図した範囲でlx一・一・応の損亡を果した。このプログラムではたとえば埋めこみ

の文の存在とその原形を推測するためには表層の形を変えてみるということを

行うのであるが，その操作も「変形」のなかに含めている。その際あるいは

他の場合に，表層の形がどのような句構造規則にどのような変形規則をあては

めて実行したのか（変形規則の実行は何回か重ねて行われる可能性もある）を

推測ないしは逆探知をするテーブルを作成し，これを順次に行わせるので，あ

る特定の言語のために特定の，いわばad　hocなルーチンを用意するというこ

とはしない。したがって言語記述の部分は完全にプログラムと独立している。

　このようにしたために，雷語記述の部分が特定言語の特性の記述になると共

に，プPtグラムの方は雷語行動のシミュレーションの方へ発展させる第一歩と

考えてもよいことになった。ただしきわめて幼稚で初歩的な第一歩であって，

これから真の姿を想定するには，まだ桐当の距離がある。それにヌ寸して言語記
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述の方は，このような段隠でもある程度利用可能であろう。麟本語についての

筆者自身の整理は，国語研報告54所収の南本語の生成語淫雨的記述と言語処

理への応用」（文献1）およびそれを準備するためのいくつかの稿を利用した。

このプログラムの設計に当たってもその点を基礎として考えている。プログラ

ムの実験には，臼本語の場合は変形操作を伴う結合価文法（Valenztheorie）を

主としていくつかの文法理論による記述を試みたが，ドイツ語，フランス語を

扱うときは，変形操作を伴う結合価文法によって記述し，その結果を比較して

みた。その結果は，切地語では名詞などのinherent　featuresとselectional

■uleがきわめて重要な働きを示すのに対し，ドイツ語やフランス語ではそれ以

前に性数格などの文法範疇が購文的にきわめて強力に働き，時にはinherent

featuresをわざわざ持ち出さなくとも解析の手続をすませてしまうケースが少

なからずみられた。これはやや高度な見地からの言語構造の比較であるが，そ

の前にも，動詞句の構造の特性などは同じフ2　一一マットの記述の上に歴然と現

われる。たとえば摂本語の動詞句では支配語である動詞の左側にすべての要素

が来，それもまずコネクタとしての助詞が来，次に実詞としての名詞がくる。

フランス語ではこれらは動詞の左側にくるもの（主格）と右側にくるものに分

かれる。名詞句の構造は，ドイツ語と【日本語には似た面があり，これらとフラ

ンス語とは著しい対照をなす。このように異なった溝造を同一のプログラムで

処理するためには，各論語に通じた一つの抽象的なモデルを考えることが有益

であろう。すなわち支配項（GOV）と被支配玉（DEP）は一般に

　　左DEP、左DEP2…左DEP，、　GOV　JG一　DEP、右DEP2…右DEPn

と考える。これはすでにガイフマンによる定式化がある（文献2）。日本語で

はGOVの右側のDEPはすべてファイとなる，という特性をもっていると考

えるのである。この種の考え方は，古語構造の相互比較，すなわち対照言語学

の研究にとって有益であろう。従来欝語の対照研究が進まなかったのは，その

方法の発晃と設定が必ずしも容易でない点にあったといえるのではないか。し

たがって，そのような比較の方法を作るということ自身は，有意義であると考
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えられる。ただし現在のプログラムで，それがどの程度まで可能であるかとい

うことは，また励の闘題であるが。

　このプログラムの特筆の一つは述語をまずみつけ，それを中心として被支配

項を順次にみつけていく，というところにある。ただし，それを死つける過程

を節約するために，書語を語順のタイプによって三種に分けた。すなわち，主

語S，E的語などO，動詞をVとすると，」頼列法としてはSOV，　OSV，　SVO，

OVS，　VSO，　VOSの6種がありうる。ただしこのうちOSV，　OVS，　VOSの型

を原劉とする書語はなさそうである。そこで，実際上はSOV，　SVO，　VSOの

三種あればよいことになる。そこでこの三種の型のなかでそれぞれの述語の見

つけ方を考えた。この点，実はプPtグラムに多少unviversalでない点をつく

ったところがある。

　このような述語中心のアルゴリズムでは，限界があるが，さきにもふれたよ

うに，書語行動あるいは言語活勤のシミュレーションに通ずる道もあると考え

ている。このためには，話手，聞手，話題，場面などディスコ　一一ス・アナリシ

スに通じる多くの点が取り扱えなければならない。一つの文の取り扱いだけで

は不十分である。これからの努力の目標としなければならない。

　このプログラムは以上のように本来溝文の解析を行うプmグラムであるが，

構文の解析が書語処理の基本問題であるところがら，いくつかの応用が考えら

れる。同音語，同形語を文脈のなかで処理するところがら，語彙調査における

同語異語の半双，かな入力漢字出力としてのかな漢字変換に応用でき，さらに

機械翻訳，質問解答などの落語処理における基礎段階での使用など，さまざま

な応用範囲が考えられる。実験としては，岡語異語の判劉，かな漢字変換にお

ける同音語の判定などを行った。

　このプログラムは，あまり多くの時聞の得られない環境のなかで，急拠企

画，設計と製作を行った。そのため，当面の実験に差し支えない範疇で完成し

ているが，なお手直ししたい点がいくつかある。特にメモリーの大きさを，秘

語研のHITAC　8250の第一領域4万バイトに合わせて作ってあるため，文の
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長さの綱限，岡三語の数の綱限，辞書のエントリーの綱限，変形規剛の長さの

劇限など，各種の制限がある。また形態論的な処理もしていない。将来のこと

をいえば，述語中心でなく，stringの左端からの分析を考えてみたい信語行

動のシミュレーションとしてはその：方が望ましい）。このような改変は，さら

に多くの言語における分析をしながら，行いたいと考えているので，少々二二

を要することとなろう。

　このプμグラムIRISOAはHITAC　8250を使周して実行した。プログラ

ム作成に使用した雷語はCOBOLであり，使用エリアは4万バイト弱である。

1．　プログラムの内窓

1．1入力と出力

　初期にパラメータを入力し，次にテストするセンテンスを一つずつ入力す

る。一ヌ：ずつ解析を行い，講文解析処理の要点をラインプリンタでメモとして

繊力する。

　初期の入力としては，語順情報（WORD　ORDER　TYPE），辞書（LEXL

CON），句構造規麟（PHRASE　STRUCTURE　RULES），変形規劉（TRANS－

FOR　MATIONAL　RULES），変形逆探知テーブル（T－REVERSE），一一一・般構

文規騎（SYNTACTIC　RULES．副詞は動詞をこかかる，など結合がやや霞由な

構文規則），不定代名詞を詣示することば（たとえばsemantic　feature　ll・こ十

Iocとあれば「どこかに」を選び出して，幽力文に補うための代名詞などによ

る代置語）の表。これらの内容と組み合せについては1．2CARD－READの

ところで説明する。

　出力としては，テスト文金形（TEST　SENTENCE），辞書の検索（LEXI－

CON　SEARCH），同音語があるとできる，すべての組み合せ（COMBI　OF

INFO），述語探索の結果（MAIN　PREDICATE　VERB），支配語から，パタ

ンを通して被支配項を捜す（DEPENDENT－SEARCH），処理されなかった被

支配項から支配項をさがす（GOVERNOR　SEARCH），全体のツlj　pmの構造
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を一覧する（ANAPH：ORIC　ANALYSIS）などである。

1．2　プPtグラムの各段階

1．2．1　CARD－READ

　各言語のパラメータとしてその解析に必要な事項を含む語彙文法上の記述を

カ…一ドにさん尊して読みこませる。文法は各種のバラエティをもった記述を許

しているので，読みこみに当ってどの種類のカーードがあるとかないとかのチェ

ックはいっさい行わない。カードの種類は

　WORD　ORDER　TYPE　VSO，　SVO，　SOVの三者の選択。もしこれを入

れなければ，プログラムはSOVと解釈する。　SOVというカードを入れても

同じ結果になるQ

　LEXICONこれはアルゴリズム上必須。もし入れないと，辞書を検索して

もないというメッセージを出して，LEXICON　SEARCHの中途でとまる。

品詞は必須，あと必要に応じて文型番号，統語論上の情報，意味論上の情報を

書く。

　PHRASE　STRUCTURE　RULESこのカードは任意。ラインプリンタ出力．

中はS－PATすなわちSENTENCE　PATTERN（文型）と印字する。文型番

号，支配項（GOV）の番畳，文型中の寄項に晶詞，統語論上の情報，意味論上．

の情報などを書くO

　TRANSFORMATIONAL　RULESこのカードは任意。変形規則の前志，

変形前の支配項・変形後の支配項の番号，矢印をはさんで変形前諸項と変形後

諸軍。

　T－REVERS変形逆探知テーブルのことで，このカードは任意。逆探知のば

あいの前後にあるはずの項の内容ともどるべき変形番号。

　SYNTACTIC　RULESある項臼について後または前にどんな項があればそ

の支配項であるかを書く。このカード任意。

　INDEF－PRONOUN解析のあと文型上うまっていない項があり，かっこの

カードがあれぽ，意、味論上の情報を通じて畠力中に，ナニカ，ドコカ，イツカ。
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ETWAS，　JEMANDなどを補うことができる。このカード任意。

1．2．2　TEST　SENTENCE

　テストする文を一文ずつ読ませる。文が長ければ2枚にわたってもよいが．

処理エリアの都合上，15語をこえると解析をうちきる。

1．2．3　LEXICON　SEARCH

　テスト文中に含まれる語について辞書に記載されている情報を求める。辞書

を引くとき，一つの情報があればそれで満足して次に進むのでなく，辞書に記

載されている同意語すべての情報をうつしおえてから次の語の検索にとりかか

る。これは同音語処理を完金に行うためである。辞書検索上は形態論的な処理

は行わない。

1．2．4　COMBINATION　OF　INFO

　上記の多義語あるいは同音語のすべての組み合わせの文字列を作成する。い

ま文がABCの三語から成り，　Aに2，　Bに3個の同音語があるとすれば，組

み合わせの総数は6個となる。この場合のつくり方は次のようにする。

エ
　
　

ヨ
　
　

エ
　
　
リ
リ
　
　
ユ
　
　
ゆ
ロ

このようにしてあらかじめすべての組み合せをつくって一つずつ磁気テープ上

のファイルに言己録する。磁気テープへの記録が終了したらファイルをクローズ

して次のステップMAIN　PREDICATEをさがすルーチンへ移行する。磁気

テープへの記録を行うのは，辞書検索のために利用する

　　（文の長さ）×（同音語の数）×（単語情報の長さ）　　単位バイト

のような大きなエリアに収めた情報を上記のようなストリングに分解して磁気

テ・・一一プま二に記録したのち，このエリアをクリアして，一つ一つのストリングの
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解析の記録（S・PATやそれを変形したものをストアする）をとるために用いる

のである。計算機が十分大ぎけれぽ，エリアを二つ励にとって，磁気テープの

ファイルをつくらない方がよいと思われる。

1　．　2．　5　MAIN　PREDICATE

　テスト文中の各語につけられた情報（辞書から書きぬいたもの）をもとにし

て主な述語を決定するルーチン。ここでは語順によってアルゴリズムを変えて

ある。VSO型は文の左端またはそれに近い述語候補語を述語とする。　SOV型

では文の右端またはそれに近い述語候補語を述語とする。SVO型では左から

見ていって文の左端に近い述語候補語をとるが，もしそれまでに句をひきいる

語（関係代名詞，関係副詞その他）があれば，その句の述語をぬかして次の述

語候補語をとる。このようにして得られた述語はその文のなかでの語のナンバ

ーをストアして，解析などの出発点とする。

1．2．6　DEPENDENT　SEARCH

　まずサブ）V・一一チンの文型サーチを利用して：文型を求める。文型を求めたら，

そのなかにしるされている被支配項（DEP）を文中のなかにさがす（パタン・

マッチング）。マッチングができたものについて記録をとる。この際，支配項

（GOV）からDEPへの方向は変更しない。マッチングに当たっては，晶詞，統

語情報，意味情報を比較する。比較に際してはパタン側に記入があればそれを

重視してテスト文の語にそのフィーチャーがあるかどうかを見る。記入がなく

ブランクになっているときは，基準に合っているものとみなす。

　文型の上ではじめから文型を変えることを要求しているもの（たとえばラレ

ルを伴うぼあいなど）はそれを実行してからパタン・マッチングを行う。また

文型をさがしても得られないもの，文型をさがすように書いてないものについ

ては，このル・・一コ口をパスして次のルーチンに移行する。

　一一つの文型とテスト文のパタン・マッチングが終了すると，そこで得られた

被支配項の一つを次のGOVと晃なして文型を求め，そのDEPを捜す。すなわ

ちこのルーチンのはじめにもどって同じ操作をくりかえす。もし新しいDEP
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が何もえられないレベルに到達したら，このルーチンをぬけて次のルーーチンに

移行する。

1．2．7　GOVERNMENT　SEARCH

　前項とちがってDEPをとりあげてGOVを捜すルーチンであって，いまだ

に帰属がきまっていない語を一つ一つ取りあげてそのGOVを捜してゆく。す

べての語についてそのGOVがわかったら，このルーチンをぬけて次のAN

APHORIC　ANALYSISに移る。このGOVERNMENT　SEARCHは次の

二つの部分に分かれる。

1．2．7。1　　変形逆探知

　解決のつかない語を中心にその近辺の構造を調べてなにか文型に変形がかか

っているのではないかと捜す。その可能性があれば，必要があれぽその文型を

求め，それに逆探知した変形を施して薪たな文型とみなし，GOVに異動があ

るかどうかを調べ，必要があれば薪しいGOVを見定めて，1．2．6のDEPEND－

ENT　SEARCHに移る。この際従来行った解析と交差抵触をおこす可能牲の

あるものについては，その部分だけ従来の解析記録を抹消してから前のルーチ

ンにもどる。この1。2．71のルーチンで逆探知ができないもの，（はじめから

ないものも含めて）文型のないものは，次の1。2．7。2に移る。

肇．2．7．2　騒詞だけの情報による処理

　統語論的な情報（たとえば性・数），意味論的な情報（十animateなど）の情

報は一切ふれず，もっぱら品詞だけで切れ続きを定める。DEPからGOVへ

の続き方をきめるテーブルを入れておけぽよい。もしこのルーチンを通しても

まだ帰属のきまらない辞項があれば解析（PARSING）をGIVE　UPする。

1．2．8　ANAPHORIC　ANALYSIS

　はじめにリザーブしたMAIN　PREDICATEから出発して入力文のtree－

structureを書く。文型（S－PAT）があればそれも印字し，そこに求められた

DEPをならべてゆく。文型にあって該当する項がなく，かっINDEF－PRON

が読みこんである場合は意味情報を利用しつ？代置語であなうめする。これに
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は文中の語のナンバリング（表層構造）を示すことはできないから，それが深層

構造ではあったが表層で消えたものと解釈することを許すものである。GOV

の記載だけがあってDEPがないのは，その語にかかってくる要素がないこと

を示す。このようにしてすべてのtree　structureを書きおえると次のstring

を読むために1．・2．・4の出力結果を読みこんでL2．5の処理に移ることにな

る。この磁気テープ上の記録をすべて調べつくした場合は1．2．2の次のTEST

SENTENCEの読みこみに移る。すべての文を処理するとJOBは完了する。

　以下は上記のルーチンのなかで使用するサブルーチンである。サブルーチン

のなかで他のサブルーーチンを利用しあうこともある。

1．2．9　S－PATTERN　SEARCH

　辞書に記載されている単語の文型番号を使って実際にその文型を求める短い

ルーチン。このサブルーチンはCOBOLのPERFORM動詞を用いてメイン

またはサブルーチンのなかで用いられる。

1　．　2．　1　e　TRANSFORMATION

　辞書に記載されている変型番畳または逆探知された変型番号を使用してその

変形の式を求め，変形を受ける文型を変形するルーチン。変形の式の各項には

矢印の左側にも右側にもすべて番号が与えられている。矢印の左側にある番号

で右側になけれぽ削除，矢印の左側になくて右側にあるものは挿入，矢印の在

側と右側で番号の順序に樵違があるときは順序の変更という操作を施すことに

なる。このルーチンはまず矢印の左側の項と変形を受ける文型の項を比較して

対応するものがあれば変形式の番号を文型の項に移し，次に矢印の左側の並べ

方に従って変形を受ける文型の項を変形を受けた文型（の項をならべるところ）

に順次に移す。この際言語によるWORD　ORDER　TYPEにより，変形を受

ける文型中の番号のない項は変形を受けた文型のどこかに入れる（たとえば日

本語的な語」1頃ではGOVの左側であればどこへ入れてもよいと考えられるの

で，とりあえず一番はじめに移動する）。このルーチンはかなり長いがCOBOL

のPERFORM動詞を用いてメインまたはサブルーチンのなかで用いられる。
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2．解析実験とその情報科学および言語学的な問題点

2．1行った実験

　時闇的な余裕がそれほど多くはなかったので，あまり多くの実験を行うこと

はできなかった。言語も日本語，ドイツ語，フランス語に限られている。この

なかでは現代の日本語を主として（なかに平安朝の「竹取物語」の例を少し入

れた）取りあげた。材料は漱眉意外などの文学作晶，現在行っている教科書用

語調査などから取った。文法理論はかかり受け’を主とする伝統文法，変形規則

を携に添えた，意味特徴を書きこんだ結合価文法を用いている。フランス語，

ドイツ語については，変形規則を汚彗に添えた，意味特徴を書きこんだ結合価文

法を用いた。β本語については，応用例として語粟調査における岡田異語の判

溺およびかな入力漢字出力のコンピュータ内での同音語戸冠の部分の実験も行

った。解析のいくつかの例としてラインプリンタ出力の例をうしろに示す。

2．2　輪廓的な問題点

　最大の問題点は句構造規則と変形，あるいは意瞭特徴を書きこんだ結合価文

法と変形規則の組み合わせで，すべての文の解析が可能であるかどうかという

点にある。理論的な鯉明が最も重要であることはいうまでもないが，この種の

実験を通してそれがどこまで可能であるかをつきとめることも必要であろう。

実験を行うことによって問題を具体的にとらえることができると考えている。

しかしこのためには多くの言語の多くのデータについて実験を行う必要があろ

う。

　このことに関してはべヴァーなどのperceptual　strategyというような仮説

が提出されている（文献3）。その線に酒つた研究も進んでいる模様である。こ

のためには，特に心理雷語学ないしは心理学的な研究を進めることが必要であ

ろう。それをアルゴリズム化し，プログラム化するためには，全体としてある

程度見通しがついていることが必要である。それは今すぐ始められることであ

るのかもしれないが，しかし研究の段階がその段鱈であるなら，いまはIRISOA

のアルゴリズムによってそのアプローチでの限界に晃通しをつけることもなお
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有益であろう。

　そのことと，述語中心ということとも関係がないとはいえない。述語を中心

とすると，多くの点で人聞の理解行為はかなりかけ離れた操作をしなければな

らなくなる。このプPtグラムで述語中心という康則を立てたのは，いろいろな

点でその方が解析のための文法を書くのに便利ではないかと考えられたからで

あった◎できれば，文頭からの解析にある程度の見通しをつけることが必要で

あり，それができたら，書語一般にわたる文頭からの解析アルゴリズムによる

フP　Ptグラムを作成する必要があると考える。その方が人間の理解の行為のモデ

ルとしてはよいものになるだろう。その際にはさきのperceptual　strategyあ

るいはそれに代わるものを，なかに維みこむことは十分検討されてよい。

　言語行動のシミュレーションとして考えてみると，このような処理のアルゴ

リズムは，いわぽ生体内の情報処理に当たる部分であって，それも，句構造文

法と変形二品およびその運用（プログラム）という部分のシミュレーションに

すぎない。これはいわぽ温語内的な処理の部分であり，現実の言語行動のなか

の一部である。これを広げるためには言語内の事実から論理・心理的なもの

へ，さらに其体的，全体的な人偏行動のなかでの位置とが考えられなくてはな

らない。これらの諸過程のなかにプラグマティズム，話手，聞手，語素，祉会，

それらの関係などが定位されなけれぽならない。このプログラムでは言語処理

上の必要から，理解の処理を中心としているが，表現の側からのアプローチが

必要であることはいうまでもない。書語のモデルとしてどのような条件がある

か，生成の過程としてどんな問題があるかを明らかにしなければならない（文

献4）。話語内と言語外との間にどのようなリンケージをとるか，この点出け

でもさまざまなモデルが考えられよう。

　以上のことと関係するが，このプログラムが嗣一のプログラムで多くの言語

を処理するということ，そのために句構造規鋼や変形規則などを利用し，各七

二の特殊姓はこれらのなかに記述されるということから，逆にこのことを利用

して，諸書語間の構造の比較のための用具として使用することも考えられる。
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これまでいわゆる対照雷語学が提唱されてきたが，その方法がなかなか具体化

しなかった。最近になって生成文法の手法を取り入れて，比較的進展しつつあ

る。比較対照のためには，なにかの点で共通の墓礎に立っていることが必要で

ある。その意味で句構造規則や変形規鋼の運用が同一のアルゴリズムの上に立

っているということは有効なのではないかと考えている。ただしその比較は，

もちろんさきにのべた通りの，いわば書語内的な部分に限られてしまうので，

本当の意味での対照書語学は，それを含みながらさらに広い部分もおおうべき

ものであると考えるとすると，これでは十分とはいえない。この意味で対照言

語学にとっても，言語の全体的なモデルを取りあげることが必要であろう。

　プpaグラムIRISOA作成の目的の一つはさまざまな文法理論がどのような

射程をもつかということであり，その比較であった。実験では「コンナ　ユメ

ヲ　ミタ」について，かかり受けを重視する伝統的な文法にしたがって，コンナ

はユメにかかりユメはヲにかかり，ヲはミタにかかるという処理ができた。こ

れは一つの入子型の処理とみてもよい。これを結合価文法で処理すると，ユメ

ヲがミタにかかることはそれでよいのであるが，「ダレカ　ガ」という部分が，

入力した表層構造には欠けている。そこでプPグラムは，「ダレカ　ガ」を補

っている。純粋なかかりうけでは，そのような配慮は必要ではないから，でぎ

なくてもよいのであるが，この種の自動処理では，深層講造にはあるはずであ

るが，表層にはないところの「ダレカ　ガ」が撫回されていることは，きわめ

て有意義である。その意味で，二三処理には，伝統的な国文法よりも，結合価

文法の方がより有効であるということができる。　（もっとも，これを延長して

直ちに，雷語処理以外に拡張して「あらゆる場合に」というつもりはない。）さ

らに，変形規剛を適用して（しかもくりかえし適用して）結合価のさまざまな

ヴ》リエーションに即応しうることは，現実の複雑な表現の分析に有利である

ことはいうまでもない。

　玉R夏SOAで「変形」といっているものは，現在のいわゆる変形文法とは，そ

の考え方に少し梢違がある。そして，IRIS　O　Aの方が広く，かつその記述が記．
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述老の任意にまかされているのであるから，いわゆる変形文法の範照にせまく

限定して使用すれば，実質面差はないことになる。IRIS　O　Aでは，とにかく

記述者が制限をつけなけれぽ（ある変形規則は文型何番から何番までの問に限

って働かせることができる，というような制限が使えるようになっているが），

あらゆる文型にあらゆる形で適絹される。そこで，現在田本語について日本の

変形生成文法の人が必ずしも用いていないような使いかたをすることができる

し，またある場合には，それが必要である。ある場合というのは，特に「埋め

こみ文」がある場合であって，いわゆる生成の場合には，学者がいきなり「埋

めこみ文」の存在とその形を提示してみせるが，解析の機械処理のばあいには

解析を始める前からうめこみ文の存在とその形を予言することは本来不可能で

ある。そこで変形の操作を表層の形から深層の形を推測するために及ぼすよう

なものにまで広げることも許されるはずである。筆者は在仏時代，ニコラ・リ

ュヴェ氏と話す機会を得たとき，このことについてふれたが，リュヴェ氏は，

それはそういう必要があるのだから，その立場からは認められるべきだといわ

れた。そこで，　「タカセブネ　ハ　キヨウト　ノ　タカセガワ　ヲ　ジョウゲ

スル　コブネ　デ　アル」というような文の処理にあたって，「フネ（コブネ）

ガカワヲジョウゲスル」というパタンを設定しておき，「ジョウゲスル

（コ）ブネ」のような連体形のパタンを入れておかず，「名詞　ガ　動詞」とい

う文型を「動詞　名詞」に変えるような変形規則を入れておけば，コブネにか

かるものとしてキヨウト　ノ　タカセガワ　ヲ　ジョウゲスルが表層であるよ

うに指摘するようになる（文献5）。

2．2　情報科学としての問題点

　情報科学の問題点としても最大の問題点は，このプログラムが言語内容的な

操作にとどまっている点であり，言語モデルのごく一＄をねらったという限定

であろう。言語学的な問題点のところで述べたことと全く同一のことが，ここ

でもいえる。そういうインテグラルな態度が今度はのぞまれもしようし，ディ

スコースをどう扱うもかそれができなければならない（文献6，7，8）。京大の
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PLATONではすでにback　trackin9の機能を利用して，ある程度文をこえ

た処理も可能なようである。

　IRISOAの特徴は変形逆探知を統一したやり方でできることであって，前述の

「変形」を拡張したために可能になったのである。しかしこのような措置がどこ

まで可能か，理論的にまた実験を通してもっとよく確かめることが必要である。

　ディスコース・アナリシスへのアブPt・一チとしては，表層にない三二の推定

（ダレカガ，ドコカデなど）は日本語の場合その第一歩であろうと思う。その

だれか，どこかが具体的にだれであり，どこであるかは，場合によっては同一

文申に求めることもできるが，多くのケースでは，もっと長い文脈の検討が必

要となるであろう。その辺から始まって，文と文とのつながり，段階としての

まとまりが求められることになろう。筆者としては，このプログラムですでに

始めたコンピュータ言語学的なディスコース・アナリシスへのアブPt・一チを，

論理的な分析への志向において発展させるのが適当ではないかと考えている。

その場合，取り扱う対象としてはもちろん，論理的な文章すなわち科学技術の

：文献を考えている。

　プログラム作成技術としては，プログラムが長くなっていること，エリアの

とり方に多少むだがあるがことが気になる。途中で磁気テープを使っているの

は解析を遅くしている原因になっている。磁気テープの使用については，一文の

解析中に出力し次に入力するということを一國は必ずすることになっており，

単語について多義語，弓形語の取り扱いを前述のように行うことから，一文中

の単語の最大数の数のそれぞれに同形語数を示すインデクスを付して使うため

かなり大きなエリアを使っている。磁気テープを使って組み合せをあらかじめ

作っておき，磁気テーープ記入後はこの大きts　nリアを直ちにクリアして解析の

ための文型を求めたり，その変形を行ったり，DEPENDENT，　GOVERNOR

を書きこんだりするために使用しているので，磁気テープをなくすとそのエリ

ア（このプログラムで使用するエリアのうち最大のもの）を二倍にしなければ

ならない。
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　プログラム作成者にとって，作成上最大の問題点はプログラムのエリアであ

った。国立国語研究所のコンピュ・一‘タは98Kバイトのメイン；メモリーで，ユ

ーザーズ・エリアは70KB，これを通常40　KB，30　KBの二つの領域に分けて

使用している。用語用字調査のための使用時問が多く，第二領域はそれで使用

することが多いので，IRISOAは第一一領域40　KBに収めることとし，磁気テ

ープ入出力のオールターナティヴ・エリアを節約，辞書・文法規則などを縮

少，チェックルーチン等を害擾その他いくつかの機能をあえて削除して，実験

プログラムとして最小限の機能を確保し，ようやく40KBすれすれのところ

で襲来上った。

　これからのプログラム上の課題は決して少なくない。できれば磁気テープ・

ファイルをなくすこと（磁気ディスク・ファイルを使用すればよいのであるが，

それではLABEL　RECORD　OMiTTEDを使用することができず，ラベル

をSTANDARDにすると自動処理漉しばしぼ，すなわち一文処理中必ず一回

は臼付けのチェックで止まる：おそれがある。磁気テープはLABEL　RECORD

OMITTEDが可能〉，辞書・文法規則は磁気ディスクに収めること，プログラ

ムのオーバーレイを行ってエリアの縮少をはかり，必要な機能を増加するこ

と，などであるが，それにも増して重要なのは，いろいろな，性質の異なった

言語の，さまざまな構造の文を解析してみて，このプログラムのアルゴリズム

を徹底的にチェックし，全体的な補正を行うことである。オーバーレイの実行

などの修正はそれからあとでよいと層、う。

3．　名称，引用文献，流れ図，入力出力の見本など

　プログラム名称MISOAのIRISはもと文部省科学研究費「作品の用語検

索組織の研究」（研究代表者石綿敏雄）を得て作成したKWIC作成などのプロ

グラムIRISと共通の：名であり，その方の初めの1は作成者のイニシャル（国

語研内の約束による）あとのRはcaRd，王はInput，　SはSystemであるが，

全体の名はギリシャ神話の「虹」の女神になっている。IRIS　OI　・一　IRIS　09は
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岡語異語俗累をカードによるターン・アラウンド・システムを含めて行うカーー

ド入力による1（WIC作成，用語用例情報検索システムである。　IRIS　OAが構

文解析のプログラムで，カード入力は両者共通であるから，データ上の梢互交

換が可能である。
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【流れ図および入力・出力見本】

（D　INPUT　SENTENCE　．peE？fsc．

②教科謝：調査「地学」のテキスFから。DEPENDENT－SEARCHのGOV　S－PAT－

　　　TERN　O8は述語動詞の文中の早川番弩。　SEMANTIC－LEVEL　O802とは◎2

　　　の「二」ガ08rアル」にかかるの意。　ANAPHORIC　ANALYSISのGOV　O8

　　　にDEP　O6，　G7，01，02，03がそれぞれかかり，06には04，05がかかってい

　　　ることを示す。GOVのみあってDEPのないのはそれに続く要素のないことを

　　　示す。

③④教科書調査「物理」のテキストから。接続助詞の処理は二つの動詞をつなぐコネ

　　　クタのように考えて行える。大きな家薩層電気製品にさらに電気のとりくちがつ

　　　いているのに似た処理法。

⑤　語彙調査における同語異語判刷への応用例。　「が」は格励講（1C）と接続助詞

　　　（C∫）とがあるので，まずCOMBINATION　OF　INFOでそれぞれの解をとる

　　　二つのstringSのありうることを示し，それぞれをとりあげる。そして格助詞の

　　　解では統語論的な検討がうまくいくが，接続助講という解をとると，　「が」の直

　　　前に名詞があるので，解析をGIVE　UPする。したがって格助詞という解だけ

　　　が検討をパスしたことになる。
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⑥　かな漢字変換への応用例。「ジカン」が「時…閲」（time）と「次官」（viceminister）

　　の岡音語。これを見わけようとする。このばあいは「出席する」という動詞の文

　　型で「が」の前が意味特徴として十hum．をもつものであることを利用し，　rカ

　　イギ　ニ　ジカン　ガ　シュッセキスル」では，　「時間」という解釈はできず

　　（GIVE　UP　PARSING　O3），「次官」なら可能という判定を行っている。

⑦　かな漢字変換への応用例の一。　「ジカン　ヲ　タンシ＝クスル」では「ジカン」

　　は「次富」で解釈することはできず，　「時間」のばあい可能であるという判定を

　　している。

⑧かかり受けの情報を与えただけでプログラムを動かした例。文型を与えないの

　　でDEPEM）ENT　SEARCffは素通り，　GOVERNOR　SEARCHのところで

　　SYNT（ACTIC）一REL（ATION）だけで処理。

⑨上と岡じ例を結合価文法で処理した例。ANAPHORIC－ANALYSISで，ダレヵ

　　ガを補っている。

⑩文型には「アメガフル」とあるのに，TEST　SENTENCE　Iま「アメニ

　　フラレル」である。プログラムは「フラレル」に噂話してまず変形を行い，次に

　　モデルと入力文のパタン・マッチを行う。

⑪⑫ドィッ文”FRAGEN　SIE　SPAETER　E脳MAL田RE　SCHW£STER“を解析す

　　る。まずSCHWESTERにつきNominativ（1）とAkkusativ（4）の解がある

　　こととし，それぞれにつき検討，まずAkkusativとして解析を始めるが，　FRA－

　　GENの文型は「Nominativの名詞自動詞十Akkusativで人の意味のある名詞」

　　であり，SCHWESTERのグループは解析可能であるがSIE（02）がうまく解析

　　できずにのこる。そこでこの近所の文脈をみるとFRAGENいう動詞が前にあ

　　り，自分心身はNominativである。一般に「Nominativ名詞十動詞」は疑問や

　　SIEへの命令のときは順序が変わる規則があることを探り出し，文型を変形して

　　あらためてパタンマッチングを行う。この解析は成功するが，SCHWES’TERを

　　Nominativとすると解折ができない。

⑬　ドイツ文で定動詞と組み合わさる不定法は文宋にくる。この場合でも文型は「定

　　動詞十不定法」，「形容詞など十不定法動詞（W）」でうまく処理できる。

⑭　フランス語で関係代名詞をうちにもつ構造の文の解析。

⑮　入力のフランス文に誤りのある例の処理。フランス語の名詞句のなかでは形容

　　詞，冠詞が名詞と性・数：という文法的なカテゴリーで一致するということが書か

　　れているので，その場所（06）を揃摘して解析をやめる。文法的な誤りを正しく直

　　すことはできない。

⑯　同上のフランス文の誤りをただし，誤りのない文にして入力した例。機械は簸後

　　まで解析を行い，完了する。
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